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JR 東日本カップ 2013 第 87 回関東大学サッカーリーグ戦 2013 第１５節 

節 

終了間際の勝ち越しヘッ

ドを決め、ガッツポーズ

の平尾(撮影：藤原菜摘) 

35 分 糸井  C4 繰返違反  46 分 大坪  C3 異議 

51 分 大木  C1 反スポーツ  

53 分 大木  C2 ラフ → CS 警告 2 回  

58 分 伊藤  C1 反スポーツ  

69 分 友廣  C2 ラフ  

76 分 平尾  C1 反スポーツ 

警告(C)／退場(S) 

[シュート]１０:８ [GK]５:８［CK］４:５ [直接 FK]１３:２４ 

[間接 FK]３:１ [主審] 佐藤 敬太郎 [観衆]２７３人 

 

[間接 FK]2:3 [主審]藤原 暢央  [観衆]480 人 

TA K U S Y O K U  

GK①大坪 倫之(４) 

DF②三浦 勇人(３) 

DF④金子 代祐(４) 

DF㉖小針 優貴(２) 

DF㉛高橋 賢司(３) 

MF⑦川﨑 圭亮(２) 

MF⑭菅原 慶人(３) 

MF⑮唐澤 翔(４) 

(86 分㊱郡司 博信(３)) 

MF⑱大森 勇希(２) 

MF⑲菅能 将也(３) 

FW⑪内野 裕太(４) 

S U B 

GK⑫河田 拓馬(４) 

DF③丸山 卓也(３) 

DF㉘小畠 俊貴(２) 

MF⑳片 槙吾(２) 

MF㉔末松 光(３) 

FW㉚沼倉 類(３) 

  MANAGER 

玉井朗 

 

 

KOMAZAWA 

GK①大石 健太(４) 

DF③田中 雄一(４) 

DF④平尾 優頼(３) 

DF⑤伊藤 槙人(３)) 

DF⑬大木 暁(３) 

MF⑥若山 瞭太(４) 

MF⑦碓井 鉄平(４) 

MF⑪小牧 成亘(３) 

MF㉚吉岡 雅和(１) 

(50 分②友廣 壮希(４)) 

FW⑳立石 忠之(２) 

FW㉝糸井 康裕(４) 

(78 分⑱溝口 祐真(３)) 

S U B 

GK㉑檜山 昇吾(４) 

DF㉔川岸 祐輔(３) 

MF㉗キム デセン(１) 

MF㉘児玉 卓也(１） 

FW⑨小牟田 洋佑(３) 

   MANAGER 

秋田浩一 
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10 月 5 日 13 時 50 分法政大学城山サッカー場 

 

日 11：30 県立保土ヶ谷公園サッカー場 

 

危機的不利な状態でも勝利 

これぞまさしく駒大！ 

今節は、悪天候の中、拓殖大

と試合が行われた。前節の法政

大戦で、４－４とあと１歩なが

ら引き分けてしまい、爆発した

攻撃力とは裏腹に、４失点とＤ

Ｆが崩壊してしまった。必ず勝

利して東京国際大との勝ち点を

縮めていきたい駒大は、怪我で

ベンチ外の山本と現得点王の小

牟田をベンチに下げ、前々回決

勝打を挙げた立石と糸井とＦＷ

を変えてきた。１０分にＣＫで、

糸井がフリーの状態でヘディン

グするも、枠を外す。その後、

攻防の展開の中、２７分、セッ

トプレーでＧＫ大石が前に出る

もヘディングで合わせられ、先

制点を許した。この悪い流れの

中、31 分に吉岡が左サイドを切

り込んでクロスをクリアされる

も、若山がミドルシュートを放

つも、ＧＫ正面に行ってしまう。

３６分にはコーナーから糸井が

ヘディングで合わせるが、ゴー

ル上に行ってしまう。３９分、

カウンターから田中が前線にロ

ングパスから糸井が落とし、立

石がＤＦを背負いながらも、１

対１でシュート。セーブされる

も、こぼれ球に小牧がシュート

を打つも、またもやＧＫに憚れ

る。最後にこぼれ球に吉岡がヘ

ディングでシュートを放つも、 

 

[駒]46分 吉岡         [拓] 27 分 高橋(大森) 

[駒]83分 伊藤(碓井)              

得点者（ｱｼｽﾄ） 

ゴール前にいたＤＦに守られ

る。何度もチャンスを作るが、

なかなか点を決められない。前

半は１点ビハインドとなった。

後半開始早々に、ＤＦが当たっ

たボールを吉岡が同点ゴール。

５３分にはアクシデントに見舞

わられる。大木が２枚目のイエ

ローカードで残り１０人とな

る。すぐさま先ほど得点した吉

岡に代え、ＤＦの友廣を投入。

その悪い流れが続き、５９分に

伊藤がＰＡでファールをしてＰ

Ｋを与えてしまう。絶体絶命と

いう状態で、先ほど２回も１対

１を止めた大石がＰＫをスーパ

ーセーブ。６８分、途中交代の

友廣がインターセプトから１人

で右サイドからＤＦの位置から

オーバーラップし、シュートを

放つも、弾かれる。そしてつい

に８３分にＦＫからのセットプ

レーを碓井から伊藤がヘディン

グで決め、逆転。その後、１０

人というハンデを背負い、ボー

ルを長く支配されながらも、懸

命に守り続け勝利を手にした。

スペインのようなパス回しをす

る拓大に対して、６６分と７３

分にもシュートを打たれるも大

石の大活躍でチームの窮地を救

った。彼がいなかったら負けて

いただろうと言えるゲームだっ

た。次節は前回負けた朝鮮大に

勝つことを願う。（釘宮 和希） 

後半終了間際に拓大の攻撃

を全員で死守する駒大 

(撮影：清村 亮太) 

 

http://firestorage.jp/fullview/b771cd7df09bc2166d36961adb34012e69db503e

